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く研究ノート〉

保育者が遊びに熱中した実践における場面の切り替えの構造

発達支援専門職が実践知を学ぶ試み

キーワードごっこ遊び巡回相談片付け

はじめに:本稿が試みること

今日、特別な支援が必要な子どもの理解や支援

に闘して、発達支援の専門職が、カンファレンス

の場で保育者と話し合ったり、保育者に助言する

ことが見られるようになった。制度的に広く普及

した一例は、巡回相談であるが、保育現場から、

そのような支援に対して期待とニーズが大きく

なってきている。

一般的には、専門職は必ずしも、保育現場の実

態や保育実践に関して十分な知識や理解がある

とは言えない。そういう専門職が、限られた時間

で、医学・心理学などの専門的な知見を保育現場

に提供するとき、その助言等は、保育の実態と雌

軒が生じることは珍しいことではない。

さらにいえば、専門職が保育に闘する配慮を欠

いたままに、保育現場にかかわるとき、しばしば、

有効に機能しないばかりか、その意図とは裏腹に、

保育者から、疑問の声が出てくることになる。

また、筆者は、専門職が提案する訓練技法など

を保育現場が取り入れることで、かえって、保育

実践が貧弱になり、保育者の同僚性を破壊する危

棋を指摘してきた(浜谷2012)。このような問題

意識から、専門職は、保育実践の質が豊かになる

という方向で貢献することを考えるべきだと提

起してきた(浜谷 2013)。もちろん、それには、

いろいろな方向性や方法があるだろう。

一つの方向性として、筆者は、専門職が保育実

践を学ぶこと、とりわけ、質の高い実践にある実

践知などを保育者から学ぶことの可能性につい

て議論を提起してきた(浜谷2012)。

本稿は、筆者が、一人の幼稚園教諭 (E氏)の

質の高い保育実践(以下、 E実践とする)から学

んだ、その経過と結果の一端を描く試みである。

E実践由慣の高L嘆虫11"=と考えるようになった経過

さて、何が優れた質の高い実践かについては論

争的であり、一義的に基準を示すことは不可能で

ある。率直なところ、十分に説得的な議論を展開
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浜谷直人

できるわけではない。しかし、筆者は、 30年余り

保育現場に闘わり、保育の周辺で研究と臨床活動

を継続してきたが、その経験から、 E実践は、き

わめて質が高いと考えるようになった。幾度もイ

ンタビューを行い、そのたびに新鮮な気づきと学

びを経験した。すでに、 E実践から学んだ実践知

の一部を、筆者は、いくつかの論考でとりいれて

考察してきた。それは、巡回相談などの場で活か

すことができただけでなく、保育者が実践を考察

するうえでもカを発揮することを実感してきた。

では、 E実践はどのように質が高いのか。本稿

では、実践の一部しか描出できない。そこで、そ

の質について、手短に整理したものをまず提示す

る。

E実践の特徴と質

E実践には計画された構造があるロ 1年単位で

は、クラスを受け持つ準備に始まり、4月当初に、

子ども一人ひとりとの関係や保護者との関係を

つくりながら、実践の土台を作る。それが、年度

の終わりには、子ども集団の質の高い活動などと

なって結実する。また、一日単位では、前日から

準備して、当日、どの子どもも楽しく充実して活

動するように組み立て、楽しかった経験となる。

その過程で、意外性・偶然性を取り入れて結果的

に、徹密な構造をもっ。

一方、 E実践において、それ以上に特徴的なの

は、その時々の状況に応じた即興性である。保育

者が対応に詰まって立ち往生する状況でも、軽や

かに切りぬける、その対応が芸術的である。子ど

もの気持ちを大切にし、子どもを育てる基本的な

視点、に立ちながら、随所にメタフォリカノレな視点

を入れ込んで、ユーモアを産み出している。

E氏が実践を振り返って語る時、実践のディテ

ールが豊かに盛り込まれ、子どもたちと保育者の

物語が多層に描かれる。それは全体に整合的で合

理的であるとともに同時に飛躍を含んだ発想の

豊かさがある。
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専門職の立場からは、 E氏が語る実践知は、保 第一部 E実践において、子どもと子ども集団は

育現場を支援する活動において豊かな示唆を与 どのように育ったのか

える。

本稿の構成と肉容

本稿は、 E実践の全体像を描くプロジェクトの

第一弾に位置づく。

E氏は大学卒業後 20年余りの東京の公立幼稚

園教諭経歴の後に閤長になる。その20年余りは、

毎年、クラスを担任している。 4歳 5歳と連続し

て同じクラスを担任したことは2回であった。そ

のときの 5歳児の子どもたちは、 E氏にとって、

誇らしいと思えるほど成長して卒園していった

と考えている。

E氏は、子どもが個としても集団としても成長

するうえで、ごっこ遊びを経験することが重要だ

と考え、ごっこを遊びこむことを重視した。

第一部では、 E実践で、子どもと子ども集団が

どのように成長したかに関する語りをとりあげ、

その意味を考察する。

第二部では、 E実践における、ごっこ遊びに関

する語りを取り上げ、その特徴を整理する。

第三部では、「場面の切り替えJr片づけ」に関
する語りを取り上げ、 E実践において育った子ど

もが、そういう場面で見せた姿を整理する。そこ

から、発達支援の専門職が学ぶことを抽出し、理

論化を試みる。

イン;ビューでの語りについて

筆者は、2010年から2012年にわたって、数回、

E実践を聞き取り、 ICレコーダーに記録した。 1

回は、 2時聞から 3時間にわたっている。当時の

保育実践の様子を聞き取ることにはじまり、関連

した過去の実践について、興味深い点について詳

しく質問した。 2013年に、 E実践の全体像を書

き記す目的で、数度、インタビューした。その際、

論文とする許可を得て、その後、全体の原稿に目

を通していただき、公刊の許可を得た。

以上の語りから、本稿のテーマに関する部分を

文字化して、簡潔な形でまとめ、それをプロック

化した。以下の語りは、そういう作業でプロック

化されたものであり、それぞれの語りのブロック

にナンバーを振ってある。第一部の 1番目の語り

は、 1-01である。
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以下、 E氏が担任した「成長したクラスJr誇
らしい子どもたち」についての語りである。

ト01 力を合わせてまとまる

長い時間、継続して、友だちとイメージをすり

合わせて遊ぶのが楽しい経験(ごっこ遊び)を密

にした子どもたちとは、何をやっても成功すると

いうか、毎日の一斉活動で、大きな活動を皆でつ

くりだしたときにも、寄り道もするけれどもまと

めていく力につながる。

ト02 お互いの良さを認め合う

子どもがお互いに話し合い、相手のイメージに

ついて伝えあいできる(クラスになる)ことが目

標だった。クラスメートの一人一人がどんな子な

のか、それぞれが知るようになる。その成果は、

率業アルパムを作るとき、一人一人が、「この子

は、こういうところがいいよねん子どもからど

んどん出てくるときはクラス作りは大成功。先生

が探さなくても、 2年間のことを、「あのときこの

子はこういうことしてこうだったよね」と、どう

いう場所で光ったか、子どもたちが覚えてたくさ

ん出て、お互いの良さを見つける。

1-03特別支援の子どもをフォローする関わり
支援学校に行った子どももいたが、その年は介

助がいなかったので、子どもは、自分か友だちか

先生のなかで育ち合うしかなかった。支援が必要

な子どもが一緒に活動できるように、置いていか

ずに、一緒に行こうと手を引いたりして、(先生

が)慌てていくと、子ども同士でフォローしてい

た。「あの子は、この状態だったら、外れてしま

いがちだから、こう芦をかければ、一緒にこれる

だろう」と。

その子が理解していないときは、「今、こうや

るよj と、グループの子が、その子のもとに戻っ

て、先生の指示を言いなおしたり、手を引いたり

していた。変更に弱い子がパニックになりそうな

時は、今からこういうことをやるんだと説明して、

一緒に行こうと言っていた。対応について、私の

やり方を上手に学んだ。

「今、先生、手を離せないから、仲間の中で、
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全員ができるようにしてくれる引というと、グ

Jレープで誰のところに手を出せばいいか、子ども

同士でフォローしていた。 4歳の終わりにはそう

いうことを学び、 5歳には、私がいてもいなくて

も同じくらいになった。

1-{)4 課題活動への向かい方が上手

課題活動の時には、意図的にいろんな子どもの

グループを提案する。支援が必要な子どもといろ

んな子が一緒に活動するようグループを提案す

る。そういうとき、俄然強かった。遊びの邪魔だ

から来ないでということはなかったし、「やりた

いんだJrじゃあ、こうしてるから、こうやりな
よ」と、子どもなりに位置づけることも上手だっ

た。

楽しくなるためには、どうしたらいいかと考え

るクラスだった。もっと楽しくなるためにはどう

したらいいかを考える延長上に、自分だけでは楽

しむことができない子どもたち(例えば、特別支

援の子ども)をフォローすることが自然に位置づ

いていた。

ト05 グ)1...-ープで自律的に課題に向けて困難を

乗り越えて実現した

生活発表会も、クラス全体での一斉活動だが、

グループに分かれて、自分たちのグループの出し

物を決めたときに、「練習時聞を決めて」とか、「今

日はどこまでやるかを決めて」と投げておくと、

自分たちで集まる時聞を決めて練習し始めたり、

練習のときに、飽きた子が抜けたり、練習のじゃ

ましたり、やらないとかいうときに、自分たちで

それをどう乗り越えて次に進むかを話し合うよ

うになった。

H苅楽しくなるために工夫し共同することが
よ手で遊びこむ

私が遊びを楽しくするよう働きかけ、子どもが

それに応えた。遊びを作り出す子どもは、「こう

したい、ああしたいj気持ちが強く、私からの刺

激を受けとめて、楽しくするのに食欲だった。私

が遊び始めると、そこからアイデアを盗んで、オ

リジナルをつくるのが上手だった。

私は、ごっこ遊びとごっこ遊びをつなげること

で継続するようにする。その技術を子どもが学ん

で、自分たちの遊びに隣の遊びをとりこんでいた。
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例えば、パン屋とおうちごっこがあると、あえて、

「お腹すいたからパン食べたいよね」、「あそこに

パン屋があるよねん「じゃあ、パン屋に買いに行

こうIとつなげる。一方、パン屋は売りたいけど、

買いに来る人がいないと、遊びが盛り上がらない。

そこをつなげるように投げかける。つながると、

そこにまた、どんな物がほしいかとか、自分たち

も売るだけじゃなく買いに行きたい、となって、

別のお庖をする。複雑な線が遊びどうしで引かれ

始めると、熱がさめるまで続く。

そういう遊びを盛り上げるのがすごく上手だ

った。こちらが投げたものをより面白くして自分

たちも楽しもうという意欲がすごい強かったの

で、思い切り、さんざん遊びこんだ。

1-07劇の役決めで、悪役・端役が人気になった

劇遊びの役決めは難しいが、このクラスは、悪

役とか、汚れ役とか、みだす役が、話を潤わせて

いるという本質を感じ取ることができて、人気に

なった。主役以外の役の面白いところを感じて、

その別の役を選べるクラスだった。悪役の面白さ

が分かっている子どもが何人もいて、その役がな

ければ、成り立たないというのが身につLていたo

《徹底的に遊びの楽しさを知ることで、集団と

しての自制心=自律的な集団が育った》

発達心理学では、 4歳半頃になると自制心が形

成されるとされる。それは、 「友だちの持ってい

る玩具で遊びタイ、ダケレドモ、我慢スノレ、ダッ

テ、友だちが先に使っているカラ」という姿にみ

ることができる。自分の要求を周囲との関係で調

整して、待ったり我慢できるようになるのである。

4歳半というと、 3歳児クラスの後半から 4歳

児クラス前半の子どもたちである。しかし、実際

には、圃では、その頃、むしろ、待てない、我慢

できない子どもが日立ち、そのことに保育者が悩

んでいるという状況によく出会う。さらにいえば、

いわゆる、小1プロプレム問題は、 5歳児クラス

や就学年齢になっても自制心が育たない問題と

理解することができる。

自制心の発達を考えるときに、注意しないと実

践を誤った方向に導くことになる。

自制心を「我慢すること」と理解すると本質を

見誤る。上述の定義で、自制心を支えるのは、「玩

具で遊びタイ」という気持ちである。遊びたい気
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持ちが十分に豊かなので、 「待ったりJ r我慢す
る」ことができるのである。

E実践では、子どもたちが、お互いの良さを認

め合いながら (1-02)、自分たちで大きな活動を

つくりだし(1-01)、自主的に時間ゃいざこざを

調整して(1-05)、支援が必要な子どもに適切に

配慮・援助して (1-03)、主役ばかりでなく悪役

や端役の意義を理解して (1-07)、集団的活動を

実現している。しかも、先生が期待した以上に、

子どもが自主的・自律的であり、子ども集団とし

ての高い水準のモラノレや思いやりという高遁な

精神を感じさせるほどである。子どもたちが知恵

を出し合い工夫している姿がある。このような姿

は、集団としての自制心が育ったと解釈できる。

そのうえで、確認したいのは、食欲なほどに遊

びこみ、遊びを満喫して、その楽しさを知り

(1-06)、もっと楽しむためにはどうしたいいか

必死に考え工夫する (1-04、1-05)延長上に、自

制心が現れたということである。決して、 「よい

子J r健気な子J r大人の期待にこたえる子」に
なったわけではなく、健康的なわがままになって

いるのである。楽しむためには、準備したり、我

慢したり、待ったりする必要があり、それは、自

分だけではできないこと、友だちと協力すること

を経験から実感し理解したと，思われる。そこには、

粘り強さとともに、ひらめき、工夫する姿がある。

我慢することや待つことを「よいこと」として

道徳的に教えたわけでもなく、ノレールとして指導

することが最初にあったわけではない。この順番

を転倒して理解すると、むしろ、自制心の育ちを

阻害する実践になる。

もう一つ考えたいことは、個としての発達と集

団との闘係である。発達心理学の自制心は個にお

いて育つものと考えられている。しかし、この子

どもたちは個として発達したと理解するよりも、

自分たちが楽しい遊びを追求することを導き励

ます先生の存在と、それを許容する園環境のもと

で、自制心が発揮できたと理解すべきであろう。

そういう状況において、子どもたちは仲間とし

て一緒にノレーノレを守ったり、先生の話を聞き、そ

の先には必ず、ワタワクドキドキ楽しいことが待

っている、そういう期待感を持ち、同時に、先生

を信頼している、そういう保育の中で自制心が立

ち現れてきた。つまり、自制心が発揮できるクラ

スが宣IJられた実践であった。
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第二部 E実践のごっこ遊びの特徴

E氏は、「ごっこ遊びでは、子どもたちがお互

いのイメージをすり合わせなければいけないが、

それは、当然、しばしば葛藤することになる。し

かし、それを楽しむことができることを長期間に

わたって経験した子どもたちは、何かをしなけれ

ばいけないときに、まとまって協力して解決でき

るように成長する」と、自分の実践において、ご

っこ遊びの占める位置が大きかったという。

一般的に、ごっこ遊びは、乳幼児期の子どもの

遊びとして、もっとも、よくみられるものである。

子どもは一人でも、何かのふりをして遊ぶし、子

どもが集まれば自然発生的にごっこ遊びが始ま

る。だから、 E実践は、子どもの自然な遊びを尊

重しただけで、とりたてて、特筆すべきものでは

ないと考えられる。

しかし、実際には、幼児期の集団的なごっこ遊

びというのは、普通に見られるものではない。ま

ず、自然発生的なごっこ遊びは、たいてい、子ど

もの人数は、 3、4人どまりである。ところが E

実践では、数人以上の集団を一つのごっこ遊び集

団として、クラス全体がごっこ遊びになる。この

ようなクラス全体がごっこ気分になるというの

は、きわめて珍しい。

また、ごっこ遊びの楽しさは、子どもの自然発

生的な集団だけでは持続発展しにくい。しばしば、

マンネリになり、楽しさは中途半端になるが、 E

実践では、長期開発展して、楽しさが響き合い盛

り上がるものであった。では、そのごっこ遊びと

はどういうものだったのか。

2-1 ごっこ遊びをどう始めるか

2-()1 どんなごっこ遊びに誘導したか:子どもを

空想遊びの世界へ誘う

私が良くやったのは、お姫様、忍者、海賊、妖

精、小人とか、この世のものじゃない者になる。

その遊びに、生活体験や、もしこうだったらいい

のに、というものを入れる。 4歳のときは空想的

な遊びが多くて、 5歳では生活体験的な遊びに移

行していった。

5歳になっても空想の世界でも遊んだが、そこ

に、世の中の仕組みという生活体験が入ってきた。

例えば、お姫様が学校に行って勉強するとか、魔
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法の固の学校があって、魔法使いが遠足に行って、 度かやっているうちに、飽きてくると、子ヤギの

おJ古屋さんにいくとか。魔法使いのイメージの世

界で遊ぶが、子どもの生活を基盤にして再現され

た遊びに変わって行く。

2-{)2 先生地司励、らファン事ジーの世界lこ入って
子どもを誘導する ごっこの遊びだし場面

白分がスカートをはいたり、冠つけたり、なり

きっている姿を見せる。「オハヨー」と言って、「今

日、私はなんとか姫だから、そう呼んでね」で始

まり、「姫、姫」と呼ばれて、「ナニカシラ」とか

応える。「・・センセー」と言ったら、「だれのこ

と?Jと言いながら、「今は、・・先生じゃなくて、

お姫様だから」、「なんとか姫って呼んで」と言う。

朝、子どもを受け入れるとき、ストーリーを始

めていて、お便り帳にシーノレはるとき、子どもに

「ウサギになーれー」と、魔法をかける。テラス

で受け入れたときに、魔法の杖で、「ウサギにな

ーれー」で、ウサギにならせちゃう。乗りのいい

子はウサギになってくれる。乗りの悪い子は、「そ

んなもん、かかんないもんね」と普通に歩くと、

「おかしいぞ、今日の魔法はうまくいかない」、

とか言いながら、完全に自分は魔法を使う人とし

て始める。

皆が部屋に入ったら、「さあ、私は、今日はど

んな家に住もうかしらj とか言いながら、魔法か

けるふりをして、積み木を全部自分で動かして、

「今日のあたしのお城」と言って、一人でつくっ

たりする。そのつもりになりきって、「こういう

ものがほしい」、「ああいうところでこうしたい」

と、全部、言葉にして、物づくりをどんどんして

いく。

岳剖絵本などの題材をベースに子どもを語導する

4歳の初めは物語をベースにする。例えば7匹

の子ヤギ。一番面白いところを何度も繰り返すこ

とから入って、私が狼になり、子どもたちは子ヤ

ギになる。「また、扉を叩いて、叩いてjと言い、

叩かれるときゃあきゃあして、「手を白くしろI

とか言って、最後に「わー」と、ドアを開けると、

子どもたちが真剣にやつつけにかかってくる。ま

ず、毎日、そのドキドキ感を楽しむ遊びからスタ

ートする。そのときは、まだ、次の日につながる

楽しみ方ではない。

次の日も、「やりたいやりたい」と言って、何
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おうちごっことかに移行して、そこから、子ヤギ

の生活範囲を広げて、空想の世界にもっていく、

きっかけをつくってやる。

一番、盛り上がって、子ヤギになりきっている

様子を見ながら、子ヤギの別の生活をつくりだし

ていく。イベントだけでは続かないので、少しず

つ、日常化した遊びにして、そこに、ときどき、

また、事件を仕掛ける。

もともとは、 7匹の子ヤギが、オオカミに食べ

られる怖さだが、演技が日常化した後に、今日の

事件はね、という感じで、子どもたちが日常化し

た生活では飽きてきて、事件を発想してくる。そ

の発想を取り上げる。物語と似たような事件が発

生する場合もあるし、全然違う事件になる場合も

ある。子ヤギがヒ。クニック行ってたら崖からおち

て怪我したとか。そうなると、「たいへん、入院

するから」、となり、「病院行こう」、と、遊びが

波及していき、空想の世界で病院をつくり、「じ

ゃあ、私が病院になるね」と、ヤギのお面をとっ

て、看護婦さんの帽子をかぶる。七匹の子ゃぎご

っこが、病院ごっこ、と、七匹の子ヤギごつこと、

二つに分かれて行く。

そういう遊びの殖やし方と作り方をして、クラ

ス全体がごっこ遊びに巻き込まれていく。

《先生がなりきってファン告ジーに誘い続ける》

E氏はごっこの導入として、ファンタジーの世

界(この世のものでないものになりきる)(2-01) 
を良く使った。それは、保育実践として珍しくな

いのかもしれない。ただ、子どもが登園した時に、

先生が魔法使いになりきっていて、そのまま、 1

時間半(子どもは9時から 9時 10分に全員登圃

し、 10時半ころまで、ごっこ遊びが続く)もの長

時間、先生がなりきったままで (2-02)、そのう
ちに、クラス全員がファンタジーの世界に入って

いくというのは、きわめて、珍しい実践であろう。

乗りの悪い子どもがすぐに魔法にかかってく

れないときに「おかしいぞ、今日は魔法のかかり

が悪い」と言いながら、さらに、あの手、この手

で空想の世界を創り上げていくのだが、それは、

子どもにとって見ていてとても楽しく魅力的な

世界だったのだろうと想像される。それは、 E氏

自身が、保育という仕事ではあるのだが、ごっこ

遊びを楽しんでいたからだろうと考えられる。
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先生自身がファンタジーを楽しみ、それが、こ

の実践の特徴なのであろう。

2-2 ごっこ遊びが発展し展開する

保育者がごっこを設定して見守るだけでは、ご

っこ遊びはすぐに消失する。持続し発展するため

に E氏はどのように子どもに働きかけたのだろ

うか。例えば、 2-02の語りの場面で、魔法に乗っ

てこない子どもに対しては次のようであった。

2-04 なりきった世界をやり続ける

「ウサギになれ」といってもならない男の子た

ちは、私の夢の世界を全て否定するわけではない。

持ち物を片づけてから、ウサギを動けなくするピ

ームだとか言って、ピストノレでピーとやって、私

のことを固めようとする。魔法をかけられてウサ

ギになるのは嫌だけれども、自分の好きな戦いご

っこで、先生を、自分たちの遊びのイメージでな

んとかしてやろうとしてきて、それには乗ってあ

げる。「わー身体が動かなくなったん「これじゃ、

魔法もかけられないじゃない」と、どんどん続け

ていく。それがいっぱい続いて、繰り返し楽しい

と体験するうちに、「そんなのはつまらない」と

いう覚めた意識というのがだんだん薄くなって

いく。

魔法にかかってくれないとき、「魔法にかかっ

てくれないとつまんないよj と、現実に戻って言

ったら駄目だけど、「おかしいぞ」と、魔法使い

なりに「今日、スランプかなんと訴えることで、

「あれワ現実に戻して茶化そうと思ったのに、先

生、いつまでたっても魔法使いのままだ」と恩わ

せる。子どもたちの反応に左右されないで、なり

きり続ける。

2-05 子どもと閉じものになって先生が遊ぶ

遊びらしいものを(子どもが)ゃったら、キャ

ッチして、何かを投げかければイメージが豊かに

なる。先生が、子どもと同じ役になってあげる。

子どもが、「消防自動車が火事を消しにいきますj

と言ったら、「ほんとだ、あんな火事だったら、

もう一台必要です」とか言って、自分がもう一台

になって行く。子どもが消防自動車になっていた

ら、先生も消防車になってあげなきゃいけない、

子どもが消防士のときに、先生が火事の役をやっ

たら、ただの遊び相手でしかないが、同じ消防士
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をやって、もっと面白くなるための見本になる。

「こうしなさい」と言うんじゃなく、同じように

やって姿だけ示す。すると、子どもが自分のイメ

ージをそれに上乗せする。しだいに先生が介入す

る時聞は短くなり、最終的には、先生がいなくて

も長時間続けられるようになる。

年長になると、それに友だちが絡んで、「僕の

イメージはこうだから、こうしたいよ」と、友だ

ちの言葉や姿の刺激で、豊かに遊ぶようになる。

そこに、先生が、今度はモデルではなく助言者と

して言葉で意見を入れる。

そうして「先生遊ぼう、これやって」ではなく

て、「先生、こういうときにこうしたいんだけど、

どうしたらいいと思う ?Jと、先生は相談役にな

る。そうなれば指導は成功。 5歳後半になっても、

「先生、あそぼうIと言っていると、「育つてな

いな」と思う。

2-06 先生主導から、子ども主体の遊びにする

先生が遊びの発端をつくると、イメージ作りや

楽しくする中心人物になってしまう。先生の発信

カは高いが、子どもどうしでは意思の疎通は難し

い。先生が中心で遊び始めたとき、展開しやすい

が、子どもがいつも先生に集中して、子ども同土

の育ち合いにならない。

いかにどこで、どうやって抜けるか。「しばら

く、私は旅に出ることになったj とか駆け引きし

て、ストーリーを自分に向かない方向にもってい

く。しばらく病気になって、皆が別のことをやり

始めたとき、病人が遣いながら出て行くとか、先

生が中心人物じゃないストーリーにしていく。

「また、戻ってくるから」とちょっと抜けて、し

ばらく別の遊びにかかわる。長時間ぬけると、遊

びは壊れるので、短時間で戻る。

2-07 複数の遊び集団に配慮する一つの遊びを

盛りよげる介入を行いながら、他の遊び

集団にも関わる

(遊びに入って)のめりこんでいても、周囲は

見ているので、(子どもが)どんな動きしている

かは常に見ている。 1回入ったら次どこで抜けよ

うかと考える。そこにかかりきりになるわけにい

かないので、のめりこみながらも、どこかで、冷

やかに見てる自分もある。「いつになったら抜け

るつもり ?Jと考えながら「今がチャンスじゃな
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い」というときに、「ちょっと出かけてくる」と、

遊びの一環のような発言をして抜けることを学

んできた。

「ごめんなさい、出張が入っちゃってん「お仕

事しているお姉さんだから出張にいってきます」

みたいな感じで出かけて、(子どもが)rお夕食に
は早く帰ってきて」と、言った時には、「任せて

ね」と、とりあえず、ほかの遊びに入って、しば

らくして(お仕事終わったら戻って)、夕食に帰

ってきました。

:Hl8遊以集団閣のつ帥旬tJW.成されて発愚する
遊びと遊びがつながり群れてくる時期があっ

て、すこしずつ塊になってくる。その塊の遊びが

深まってくると、ほかの遊びに目を向けて、それ

を取り込んでつながりができる。意図的につなげ

る場合がある。例えば、おうちごっこで、家族だ

けで遊んでいると、刺激はない(発展しない)。

だけど、そこに水族館ごっこの集団があり、魚つ

くることに熱中している。おうちごっこの子ども

が、日曜日にお出かけしましようという話になる

と、「あそこで楽しいことやってる」ということ

になる。「水族館やってるんですか、入っていい

ですか」、となり、「まだ、お魚、つくってるので

できません」て、言われて、「できないんだって」

と帰ってくるとつながらない。でも、それを受け

て「早く形にしなきゃん「とりあえず、魚は不十

分だけど形にだけする」ことにして、「魚ができ

ましたよ、来てください」と、働きかけると、「出

来たっていうから行ってみましょう」となる。で

も、(水族館に)入ったけど「お魚あんまりいな

くてつまんなかった」と展開する。お互いに、プ

ラスとマイナス両方に作用するが、お互いの遊び

が面白くなるようにする。「魚いなくてつまんな

かった」と言われ、「魚もっと作ろう」となった

り、飾り付けが始まったりする。一方、「チケッ

ト買ってください」と言ってたから、「財布作り

に帰らなきゃj と、なったりとか、遊びが発展す

る刺激をお互いに受ける。いつも、つながるもの

はないかとアンテナ張っている。

2--j)9他の遊びグループと関わることで

遊びが豊かになる

何回か体験すると、どうすれば面白くなるか、

子どもたちが学ぶので、ほかの遊びの群れにアン
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テナ張り始める。「あそこは、こういう風にして

るんだって」、と情報を得てきたり、別の遊びの

人とかかわると、よりうるおう。お庖屋さんごっ

こは、買い手がいないとつまらないので、別のと

ころで遊んでいる人に買い手になってもらう、と

いうことが成り立ってくる。あとは、皆にふれま

わる、「・・・してるから来てください」、と言っ

て。それをキャッチして、「あそこで何やってる

んだって」と。

結局、一つの遊びばかりしてた子どもたちが、

お客さんになって入れてもらうと、その子の遊び

の幅が広がる。

《子どもたちで遊びを発展できるように育てる》

保育者は、子どもの遊びとどのような距灘感で

いるものだろうか。 E氏は、子どもと距離感を保

って「何して遊んでいるの?Jと聞くのではなく、

子どもと同じ遊び空間にいて、まるで自分も子ど

ものように、一人のアイデア豊かな子どもして参

加していた時間が多かったと，思われる。子ども以

上に、自分も閉じ消防士になって活発に遊ぶので

ある (2-05)。そのあり方が、ごっこを盛り上げ

て持続させることを経験的につかんでいたので

はないだろうか。

ただ、そういう特別に発想が豊かなメンパーが

いると、子どもたちは、そのメンパーに依存して

しまう。それでは、いつまでたっても子ども集団

が育たない。子どもだけで楽しく遊ぶことができ

るように、抜けるタイミングを考え知恵を駆使す

る (2-06)。

同時に、先生として、子ども集団同土の遊びが

つながることで発展し展開するように、アンテナ

を張りながら、その機会を逃さないようにしてい

た (2-08)。

そのときのE氏の姿を想像すると、そのフル回

転ぶりに日がくらむようである。遊んであげる、

遊ばなくてはいけないという義務感では、続かな

い。自分が楽しくなければ、とてもできない。 E

氏が「ごっこ遊びが大好きで、子どもと遊ぶのが

楽しかったんこれが実践の原動力であった。 E

氏自身は、自分は、誰でもできることをしてきた

だけであり、特別なことをしたとは考えていない。

熱中して夢中で楽しかった保育実践の蓄積の結

果、多くのことに気づき、それが、豊かな実践知

になっている。
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子どもたちに返せない。

(遊びが)終わりに近いところのときもあるし、

皆の足並みをある程度そろえるために、一番時間

のかかるところから声かけする場合もあるが、順

番に終わらせていく。

例えば、全員が外で身体を動かしているときに

は、「片づけ・大声」は有効。しかし、それぞれ

の遊びの盛り上がりの程度が違っていたり、進行

状況が違っているなかでの片づけは、それぞれタ

イミングをはかつて、終わりに適した言葉かけを

して終わらせる。丁寧に対応しないと、明日につ

ながりにくかったり、今日の満足度を確認してあ

げれなかったり、子どもたちが「今日も楽しかっ

た」という思いで終わらなかったりする。だから、

片づけのスタートが大事。

3-05 明固までこの遊び残していいですか

「すいません、遊びすぎちゃいました』

その日に、欠かせない一斉活動の予定があるの

に、ついつい好きな遊びで、もうちょっとと遊び

過ぎていた。時聞が押して、(園長から)rなんで、

お昼が遅いの」と、よく怒られてた。 r12時四

分、少なくとも 12時30分にはお弁当にしなさい。

子どもたちの身体があるんだから」と言われ「す

いません、遊びすぎちゃいました」と言っていた。

「あしたまで、この遊び残しておいていいです

かIというのが、自分のクラスの子どもの決まり

言葉だった。拠点、をつくるのに、ものすごい時聞

をかけているので、全部片づけて明日ゼロからス

ター卜したら、 C時点から遊びはじめられない。

だから残させてください。 C時点からスタートし

たいという子どもたちの気持ちがそう言わせた。

3-06作る場所と遊ぶ場所の関係国遊び:fJ澗延ぴ

しない介入

積み木コーナーで基地をつくり、製作コーナー

で剣をつくり、小道具を整えて、戦いごっこに戻

るように、遊びに必要なものを製作コーナーでつ

くって遊ぶことになる。つまり、先に遊びがあっ

て、何かつくる必要性が出てきて、製作コーナー

を活用して、また、戻る。

しかし、遊びに必要な物を、作る場所に行って

くる時聞がもったいないので、遊びの拠点の中に

作る場所を設定した。一応、製作コーナーは設定

は、つくる拠点は、その中に作ってあげることを

自分の仕事の一つにするようにしてきた。

3-07 遊びグ11..-ープ閣の相互の影響と遊びの展開

(図 1の)典型的カーブのように遊べる子だけ

でなく、一人ひとりの曲線は違う。自分の遊びに

同調して子どもが集まってくると盛り上がって

いく。そういう周囲との関わりのなかで、盛り上

がりは生まれる。一人だけの心の動きを描けば、

最初から上にあがっていたり、しばらく下にいて

突然、上がったり。

3-08 片付けは、明日の遊びにどう影響するか

ばっさり切る方が良い時

今日の C時点は、次の日はA時点、近くになっ

て、零からのスタートではなく少しだけベースが

できている。 C時点から始まるように毎日のスタ

ートが上がってきても、その遊びの終息が近い時

期がある。一回終息させないとマンネリになると

きがある。そういうときは、「この遊びは一回、

終わりにしよう」と、パッサリ切ることが新しい

芽を生む。「あしたここから遊びたい」と言って

も、全部、片づけさせる。

大きな行事がひかえているときに、だらだら遊

び続けるよりも、ぱっと、切り替えて、行事に向

かう。どんないい遊び方していても、切らなけれ

ばいけないときがある。

3-{淘終わり由句史の日訓告まり.一回必ず片づける。

残しておく時も「明日、気持ちよく遊びはじめ

られるように、この形は残してもいいけれど、こ

の範囲までは片づけましょ」と、必ず片づけさせ

た。骨組だけは残しても、壊れてるところや壊れ

やすくなっているところを直させて、邪魔とか危

険な部分だけはコンパクトにしたり、片づけてお

いて、「明日、そこだけはっくり宜しましょうん

全部残させることはなく、遊びの中でも、残す部

分と片づける部分をつくって、片づけさせる。

気持ちの整理のためにも、一回、今日はこれで

終わりというのは、ぜったい必要。終わりが次の

日の始まりだから。

3-10明日気持ちょ〈温品法釧請幡骨する片て討をする

物がいっぱいあって整然としている保育室が

するが、っくりたい物がはっきりしてきたときに 好き。いっぱい物があって、いったい何なんだろ
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浜谷直人保育者が遊びに熱中した実践における場面の切り替えの構造

うと，思う部屋は、ワクワク感があって、遊びたく

なる。ただし、整然としてないと、どうやって遊

んでいいか分からない。明日、また、それを使い

たいときに、同じ場所から持ち出すことで遊びが

始まるので、あった場所に片づける、同じものは

同じところに片づけることを守らせる。

きれいになった満足感だけじゃなく、皆が片づ

けてくれたおかげで、明日も、あの道具がどこに

あるか分かりやすいし、使うときに気持ちよく使

いだせるね、というようにしている。納得のいく

片づけは、明日の自分たちのためということに気

がつかせる。

先生が喜ぶ片づけ=自分たちの生活が充実す

る片づけ=自分たちの満足感につながる片づけ

になる。

3-11 片づけの順序遊びを楽しくしてくれた

ものだから太事に片づける

ごっこ遊びをより面白くするために、(必要な

ものを)作る活動が織り込まれていく。その作っ

たものは、遊びの同じ場所にあったり、子どもが

手にしていたりする。そういうものが、もともと

ある積み木とかままごと道具といっしょになっ

ている。そのなかから、まず作ったものを、大事

に保管して片づけて、明日も使えるようにするの

が基本。作ったものは、今日の遊びを楽しくして

くれた道具であり、明日の遊びを楽しくしてくれ

る道具であり、だから、まず、それを片づける場

所を定める。

片づけば、自分がつくった、遊びのために必要

だったものを大事にするという気持ちからスタ

ートする。普段から使っているものは、片づけ場

所が設定されているが、その目、生まれたものは、

のいつも使う道具の片づけが始まる。

そのとき、積み木の場合は、小さいものから片

づける。次の日、土台をつくるには、大きいもの

が手前にないとつくれないから、小道具を先にし

まってから大道具。下に大きい重いものを置くと

安定感があるが、次の目、土台を作る時に大きい

ものから使うことができなくなる。だから、立て

の列にして片づけるようにした。

大型積み木は、遊びの場を設定するのに良い道

具。崩れやすいので、修復するという気持ちを子

どもたちにかきたてる。使えば使うほど、崩れや

すいし、崩れたときに、それをなおしたいという

気持ちがすごく大事。その遊びを大事にしてると

直したいという意欲につながる。

第四部 発達支援専門職が保育実践から学ぶ

近年、保育現場では、「場面の切り替え」は、

図1の下の矢印、つまり、片づけと準輔の動作を

円滑に進めることだと考えて、それを子どもに促

す言葉や技術を良く使うようになっている。また、

同時に、子どもが「円滑に切り替えること」が良

いことだと考える傾向が強まっている。

このように保育者が考える背景には、スケジュ

ーノレ通りに行動することが好ましいことであり

価値があるとする大入社会のルールと価値観を

子どもに過剰に適用する風潮があると考えられ

る。さらに、発達支援の専門職が、保育者に対し

て、切り替えを促す言葉や技術を注入しているこ

とも影響していると恩われる。

E氏は、保育者が「円滑に切り替える言葉かけ

や技術を使うこと」に対して、それが子どもと子

ども集団を育てることに阻害的にはたらきかね

片づけ場所が定まってない。個人の持ち物として、 ないという危機感を語ってきた。それは第二部に

引き出しにしまえるものはいいが、しまえないも 象徴的に語られたような「遊びこむ実践」を積み

のや、個人と特定できないものがある。たとえば、 重ねて、第一部に語られた子どもと子ども集団を

ままごとで、お料理でみんなでつくったものは、

ままごと集団の共有物になる。それを、玩具の食

べ物と一緒に入れたら、ただのゴミとなるが、作

った食ベ物入れをどこに置くかを相談して、ここ

にしましようと、みんなで定めておくと、あした

そこから取り出せる。だから、片づけを、すごい

大事にした。

みんなの遊びを楽しくしてくれたものだから、

宝物のように置いておいて、その後に、それ以外
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育てた経験から生まれた感覚であったと考える。

筆者は、そのE氏の実践経験に基づいた語りか

ら、多くのことを学ぶことができた。本稿がテー

マとする、「発達支援専門職が保育実践知から学

ぶ」は、一般的に保育実践から学ぶことではない。

つまり、保育者の語り一般から学ぶということで

はなく、保育者自身が遊びに熱中し、遊びを作り

込み、そのなかで子どもと子ども集団が第一部に

述べたように豊かに成長した、そういう E氏のよ
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「教育科学研究」第28号 2014年3月

このような保育における「切り替え」では、保 場を拡張するという状況が生まれてきた。

育者は、活動 Aから活動 Bに向けて細かい指示 本稿は、そのような状況への危機感に基づいて

をする必要はないし、指示していないのが普通で いる。関連する E氏の語りを、最後に紹介する。

ある。子どもは、自然に活動Bに移行する。しば

しば、準備作業のときに、例えぽ、配膳をまった 急ぐと形だけ整えようとする。だけど、幼児

り、順番に並ぶ場面などで、子どもは退屈になっ を扱っていると時開通りに行くことの方が

ていざこざを起こすことがある。しかし、上述の 珍しいので、「ぜったい、今日は時開通りに

ような保育においては、待ったり並んだりする場 帰せるぞ」と思っているときでも、あとちょ

面でも、活動Aを振り返り味わい、次回の活動A っとで、突然、靴履くときに、トラプノレが起

に向けてイメージを膨らませ、それを友だちと語 こって、約束の時間に帰せないとかがある。

ったりするので、荒れる暇がない。楽しく待つこ そういうときに、「時間でしょ」と怒られる

とができるのである。 と、「何が何でも、体裁だけも整えて帰さな

4.4 味わい振り返ることができる豊かな活動を

創りだす保育実践から学ぶ

本稿は、 E氏の実践知のごく一部を形にする試

みである。全体像は膨大である。全体像を形にす

る作業は遥か彼方にあるが、本稿で整理したこと

の意義を、発達支援専門職の一人として、最後に

確認したい。

筆者が保育現場に巡回相談員として関わり始

めてから、 30年余りになる。その頃から子育ての

状況にも目配せしてきた。 2歳ころから、子ども

は親から、「早く・・・しなさい」と急かされる

ことが多くなる。「早く食べなさいJr早く片付け
なさいj などである。そのことが、子どもの育ち

を危うくしていると感じてきた。そういう家庭の

状況も、図7で読み解くことができる。

その当時、筆者が通った保育園は、子どもに「早

く」と急かせる圧力に対する防波堤の役割を担っ

ていた。心ある保育園や幼稚園では、子どもたち

が活動をたっぷり味わって満足することを大切

にしていた。それなくして、子どもが育たないこ

とは、保育者にとっては暗黙の常識だった。

しかし、家庭で子どもに急かせる圧力は、しだ

いに圃にも侵入してきた。保育者が子どもたちと

一緒に、活動を丹念に味わい振り返る、その余裕

がなくなり、スケジュール通りにこなす、処理す

る保育に変質してきた。しかも、それに疑問を感

じることさえなくなり、子どもに細かな指示をし

て動かすことが保育であるかの認識が広がって

きた。

同時に、保育現場は、発達支援の専門職に、子

どもを予定通りに動かす技術を求めるようにな

ってきた。専門職は、それに応えることで活躍の
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くっちゃ」、てことになる。そのとき、「もう

時間過ぎてるけど、ぜったい、もう、このと

きを逃すと、いっこれに対応するの、時が過

ぎたら、もうダメジャンjという場合は、「遅

れてでも、ぜったい対応する」、それを認め

る人間関係がないと、先生は思い切ってそこ

にていねいに関わることができない。

E氏は、 20年余りの幼稚園教諭経歴において、

その私的な時間も実践に没頭して楽しい保育実

践を創造することに費やしてきた。その中で大切

だと感じてきたことを、具体的なエヒ・ソードを交

えながら、一定の抽象化をして整理して語る実践

者である。

図6のように、活動が長期的に継続発展してい

くイメージを持ち、第一部で紹介したような子ど

もが育つ、そういう保育実践から学ぶことが、発

達支援の専門職に必要ではないだろうか。
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